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郷
土
の
偉
人
・
重
岡
薫
五
郎
の
軌
跡

貴
重
な
資
料
、
約
30
点
を
初
公
開
  

「
明
治
の
政
治
家
・
重
岡

薫く
ん
ご
ろ
う

五
郎
関
係
資
料
展
」が
４

月
22
日
に
始
ま
り（
５
月
８

日
ま
で
）、
開
会
式
が
内
子

町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
展
は
内
子
町
出

身
の
政
治
家
・
重
岡
薫
五
郎

の
資
料
を
、
そ
の
子
孫
で
あ

る
重
岡
誠せ

い
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
実

現
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た

資
料
の
中
に
は
、
黒
田
清せ

い
き輝

が
描
い
た「
重
岡
薫
五
郎
肖

像
画
」
や
肖
像
画
に
添
え
て

　

内
子
町
、
大
洲
市
、
大
洲

警
察
署
は
４
月
21
日
、「
安

全
・
安
心
情
報
等
の
提
供
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
生
命
や

財
産
に
危
害
を
及
ぼ
す
犯
罪

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
、

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
必

要
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

な
ど
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

稲
本
隆た

か
と
し壽

内
子
町
長
は

「
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

や
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い

対
応
が
早
急
に
で
き
る
。
警

察
と
協
力
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
守

り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

政
乃
の
姿
を
通
し
て「
働
く
女
性
を
応
援

し
た
い
」と
語
っ
た
若
倉
雅
登
さ
ん

（
右
か
ら
）稲
本
町
長
、
二
宮
幸ゆ
き
ひ
と仁

警
察

署
長
、
清
水
裕ひ
ろ
し

大
洲
市
長

警
察
と
の
連
携
で
迅
速
な
情
報
発
信
を

住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
協
定
を
締
結

内
子
町
で
生
ま
れ
た
女
医
の
生
涯
―
―

著
者
の
若
倉
雅
登
さ
ん
が
講
演
会

　

内
子
町
出
身
の
女
医
・
尾

崎
政ま

さ
の乃

さ
ん
の
生
涯
を
綴
っ

た
小
説「
茅
花
流
し
の
診
療

所
」
を
書
い
た
若
倉
雅ま

さ
と登

さ

ん
の
講
演
会
が
４
月
14
日
、

明
屋
書
店
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
史
実
を
基
に
し
た

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
明
治
時
代
に

未
成
年
で
女
医
に
な
っ
た
、

政
乃
を
知
っ
た
若
倉
さ
ん
は

「
私
も
医
者
。
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
の
中
、
道
半
ば
で
断
念

し
た
医
者
や
研
究
者
を
た
く

さ
ん
見
て
き
た
。
政
乃
が
生

き
た
時
代
は
、
も
っ
と
厳
し

い
時
代
。
覚
悟
を
持
っ
て
生

き
た
姿
が
私
の
胸
に
響
き
、

現
代
の
人
に
も
伝
え
た
い
と

思
っ
た
」と
作
品
の
根
底
に

流
れ
る
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

27
年
度
寄
付
者

・
上
杉　

誠
一
様（
兵
庫
県
）

・
尾
﨑
さ
お
り
様（
東
京
都
）

・
石
住　

勝
憲
様（
大
阪
府
）

・
河
内　

浩
平
様（
東
京
都
）

・
中
濱　

利
生
様（
埼
玉
県
）

・
神
本　

雄
司
様（
奈
良
県
）

・
西
口　

功　

様（
松
山
市
）

・
滝
川　

吉
繁
様（
松
前
町
）

・
堀
本　

隆
一
様（
大
洲
市
）

・
小
野　

敦
志
様（
大
阪
府
）

・
宮
﨑　

正
由
様（
静
岡
県
）

・
水
本　

世
紀
様（
東
京
都
）

・
藤
島　

亘　

様（
京
都
府
）

・
岡
本　

大
典
様（
東
京
都
）

・
内
田　

隆
久
様（
大
阪
府
）

・
伊
賀　

敏
雄
様（
大
阪
府
）

・
尾
﨑　

政
美
様（
東
京
都
）

・
森
並　

勇　

様（
兵
庫
県
）

・
本
谷　

隆
志
様（
奈
良
県
）

・
滝
川
由
美
子
様（
松
前
町
）

・
日
浅　

陽
一
様（
松
山
市
）

※
公
表
は
３
万
円
以
上
の
寄

　

付
者
で
、
同
意
を
得
ら
れ

　

た
人
の
み
、
受
付
順
に
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

づ
き
、
20
年
度
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、
内
子
町
の
美

し
い
景
観
や
環
境
の
整
備
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
内
子
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」

　

27
年
度
は
全
国
か
ら

４
０
４
０
件
・
２
４
２
３
万

円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。（
累
計
４
２
０
３
件
、

４
２
８
７
万
円
）

　

こ
の
制
度
は
、
自
分
た
ち

が
選
ん
だ
自
治
体
に
税
金

を
納
め
て
地
域
を
応
援
す
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
基

　
「
愛え

が
お顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国

体
」の
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

の
会
場
と
な
る「
内
子
町
城

の
台
公
園
特
設
ラ
イ
フ
ル
射

撃
場
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
愛
媛
県
内
の
高
校
生
ら

が
撃
ち
始
め
を
し
ま
し
た
。

　

射
撃
場
は
50
㍍
射
場
が
24

射
座
、
10
㍍
射
場
が
26
射
座

あ
り
、
瞬
時
に
得
点
や
順
位

な
ど
が
表
示
さ
れ
る
最
新

の
光
学
式
電
子
標
的
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
内
子
高

校
２
年
の
下
柳
拓た

く
み海

さ
ん

は「
真
新
し
い
会
場
で
身

が
引
き
締
ま
る
。
国
体
に

出
場
で
き
る
よ
う
に
、
さ

ら
に
練
習
を
重
ね
た
い
」

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

愛
媛
国
体
強
化
指
定
選
手
の
下
柳
拓
海

さ
ん
（
右
）

　

内
子
町
内
の
各
小
学
校
で

入
学
式
が
開
か
れ
た
４
月
８

日
、
愛え

が
お顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国

体
内
子
町
実
行
委
員
会
が
、

新
１
年
生
１
２
５
人
に
同
国

体
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
み
き
ゃ

ん
」の
通
学
帽
子
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

天
神
小
学
校
で
は
同
実
行

委
員
会
長
の
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長

が
、「
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て

い
こ
う
ね
」
な
ど
と
一
人
一

人
に
声
を
掛
け
な
が
ら
帽
子

を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
ま
た
児

童
た
ち
を
祝
福
す
る
た
め
に
、

み
き
ゃ
ん
も
来
場
。
大
喜
び

の
児
童
た
ち
と
握
手
を
交
わ

し
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

天
神
小
学
校
の
１
年
生
の
み
ん
な
と
握

手
を
交
わ
す
稲
本
隆
壽
町
長

新
入
学
児
童
に
通
学
帽
子
を
贈
呈

各
小
学
校
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
入
学
式

城
の
台
公
園
に
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
が
完
成

県
内
の
高
校
生
ら
が
撃
ち
始
め

贈
ら
れ
た「
贈
呈
文
」
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。
贈
呈
文
に

は
、
時
の
内
閣
総
理
大
臣
・

西
園
寺
公き

ん
も
ち望

や
原
敬た

か
しな

ど
31

人
の
政
治
家
が
名
を
連
ね
、

薫
五
郎
が
政
界
で
果
た
し
た

役
割
の
大
き
さ
を
う
か
が
え

ま
す
。

　

内
子
町
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
誠
二
郎
さ
ん
は「
内

子
町
で
資
料
が
展
示
さ
れ

て
、
大
変
う
れ
し
い
。
内
子

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

1_感謝状を手にあいさつをする重岡誠二郎
さん　2_黒田清輝作「重岡薫五郎の肖像画」
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